
(57)【要約】

異なるｐＫｓ 値を有する酸及び塩基を含有する分析用及

び分取用の電気泳動のための媒体であって、少なくとも

２つの酸であって、隣接する酸のｐＫｓ 値（ΔｐＫｓ ）

が１より大きくなく、好ましくは０．８～０．５である

少なくとも２つの酸と、ｐＫｓ 値が約１．５～１１の間

にある少なくとも２つの塩基であって、隣接する塩基の

ｐＫｓ 値の差分（ΔｐＫｓ ）が１より大きくなく、好ま

しくは０．８～０．５である少なくとも２つの塩基とを

含有する媒体。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
異 な る ｐ Ｋ ｓ 値 を 有 す る 酸 及 び 塩 基 を 含 有 す る 分 析 用 及 び 分 取 用 の 電 気 泳 動 の た め の 媒 体
で あ っ て 、 ｐ Ｋ ｓ 値 が 約 ３ ． ０ ～ １ ２ の 間 に あ る 少 な く と も ２ つ の 酸 で あ っ て 、 隣 接 す る
酸 の ｐ Ｋ ｓ 値 の 差 分 （ Δ ｐ Ｋ ｓ ） が １ よ り 大 き く な く 、 好 ま し く は ０ ． ８ ～ ０ ． ５ で あ る
少 な く と も ２ つ の 酸 と 、 ｐ Ｋ ｓ 値 が 約 １ ． ５ ～ １ １ の 間 に あ る 少 な く と も ２ つ の 塩 基 で あ
っ て 、 隣 接 す る 塩 基 の ｐ Ｋ ｓ 値 の 差 分 （ Δ ｐ Ｋ ｓ ） が １ よ り 大 き く な く 、 好 ま し く は ０ ．
８ ～ ０ ． ５ で あ る 少 な く と も ２ つ の 塩 基 と を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 媒 体 。
【 請 求 項 ２ 】
少 な く と も ３ つ の 酸 及 び ３ つ の 塩 基 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 媒 体 。
【 請 求 項 ３ 】
酸 の 相 対 的 及 び 絶 対 的 濃 度 が 増 大 す る ｐ Ｋ ｓ 値 と 共 に 連 続 的 に 増 加 し 、 か つ 塩 基 の 相 対 的
及 び 絶 対 的 濃 度 が 増 大 す る ｐ Ｋ ｓ 値 と 共 に 減 少 し 、 い つ も 最 も 強 い 酸 及 び 塩 基 の 濃 度 と 比
較 し て 、 よ り 弱 い 酸 及 び ／ 又 は よ り 弱 い 塩 基 の 濃 度 が 、 １ ～ ３ の 範 囲 の ｐ Ｋ ｓ 値 間 の 僅 か
な 差 分 の 場 合 に は 係 数 １ ． ５ ～ ３ だ け 増 加 さ れ 、 他 方 、 ３ ～ ８ の 範 囲 の ｐ Ｋ ｓ 値 間 の 大 き
い 差 分 の 場 合 に は 、 よ り 弱 い 酸 及 び 塩 基 の 相 対 的 濃 度 が 係 数 ４ ～ ８ ま で 増 加 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 媒 体 。
【 請 求 項 ４ 】
電 気 泳 動 移 動 完 了 後 に 隣 接 し た ｐ Ｈ 値 単 位 あ た り 、 酸 ／ 塩 基 対 が 形 成 さ れ 、 前 記 対 が そ れ
ぞ れ の 酸 及 び そ れ ぞ れ の 塩 基 の ｐ Ｋ ｓ 値 の 算 術 平 均 値 に 相 当 す る ｐ Ｈ 値 を 発 生 す る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 媒 体 。
【 請 求 項 ５ 】
個 々 の 酸 及 び 塩 基 の 濃 度 が 、 充 分 な 緩 衝 液 容 量 の 調 整 及 び 維 持 の た め に 電 気 泳 動 移 動 完 了
後 の 平 衡 状 態 で 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 媒 体 。
【 請 求 項 ６ 】
よ り 狭 い ｐ Ｈ 間 隔 の 調 整 の た め に 、 酸 及 び 塩 基 の 絶 対 濃 度 が 増 加 さ れ 、 必 要 な 場 合 は 、 酸
及 び 塩 基 の Δ ｐ Ｋ ｓ 値 が 酸 及 び 塩 基 の 適 切 な 選 択 に よ っ て 縮 小 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 記 載 の 媒 体 。
【 請 求 項 ７ 】
そ れ ぞ れ 使 用 し た 酸 及 び ／ 又 は 塩 基 の 分 子 量 が ３ ０ ０ ダ ル ト ン （ Ｄ ａ ｌ ｔ ｏ ｎ ） よ り 小 さ
い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 記 載 の 媒 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 分 析 用 及 び 分 取 用 の 電 気 泳 動 の た め の 媒 体 に 関 す る 。
高 圧 電 気 泳 動 に 際 し て ｐ Ｈ 勾 配 を 形 成 す る よ う な 水 溶 液 は 、 大 規 模 に タ ン パ ク 質 及 び ペ プ
チ ド の 分 析 に 使 用 さ れ る 。 前 記 の よ う な 公 知 の 溶 液 は 、 両 性 の 性 質 を 有 す る 多 価 電 解 質 を
含 有 し 、 常 法 の 合 成 で 不 飽 和 カ ル ボ ン 酸 類 と ポ リ ア ミ ン 類 の 縮 合 及 び ／ 又 は 重 合 に よ っ て
製 造 さ れ る 。 こ の 合 成 の 結 果 、 異 な る 分 子 量 と さ ま ざ ま な 数 の 酸 性 基 （ カ ル ボ キ シ ル 基 ）
及 び 塩 基 性 基 （ ア ミ ノ 基 及 び ／ 又 は イ ミ ノ 基 ） の 多 数 の 化 合 物 が 生 成 す る 。 高 圧 電 気 泳 動
の 条 件 下 に 、 こ れ ら の 多 価 電 解 質 は 、 酸 性 及 び 塩 基 性 の 基 の 異 な る 比 率 に 基 づ い て 、 特 に
酸 性 の 性 質 を 有 す る 前 記 多 価 電 解 質 が 陽 極 の 近 傍 領 域 に 濃 縮 さ れ 、 全 て の 他 の 多 価 電 解 質
が 酸 性 も し く は 塩 基 性 の 性 質 の 「 序 列 」 に 従 っ て 電 極 の 間 に 配 列 さ れ 且 つ そ の 際 に も 濃 縮
さ れ る よ う に 、 配 列 さ れ る 。 個 々 の 種 の 酸 性 及 び ／ 又 は 塩 基 性 の 性 質 に 従 っ て 多 価 電 解 質
の 選 択 的 富 化 に よ っ て 、 ｐ Ｈ 勾 配 が 全 水 溶 液 の 内 部 で 発 生 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
前 記 ｐ Ｈ 勾 配 を 利 用 し て 、 タ ン パ ク 質 及 び ペ プ チ ド の よ う な 両 性 化 合 物 を 異 な る 酸 性 及 び
／ 又 は 塩 基 性 の 性 質 に 従 っ て 分 離 す る こ と が で き る 。 こ の 分 析 分 離 方 法 は 文 献 に お い て 「
等 電 点 電 気 泳 動 」 （ “ Ｉ ｓ ｏ ｅ ｌ ｅ ｋ ｔ ｒ ｉ ｓ ｃ ｈ ｅ  Ｆ ｏ ｋ ｕ ｓ ｓ ｉ ｅ ｒ ｕ ｎ ｇ ” ） と
呼 ば れ る 。 こ の 方 法 が 特 異 的 ゲ ル （ ポ リ ア ク リ ル ア ミ ド ） で 実 施 さ れ る 場 合 、 こ の 方 法 は
Ｐ Ａ Ｇ Ｉ Ｅ Ｆ （ ポ リ ア ク リ ル ア ミ ド ゲ ル 上 の 等 電 点 電 気 泳 動 ） と 呼 ば れ 、 標 準 方 法 と 考 え
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ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
商 慣 習 上 の 両 性 電 解 質 の 合 成 時 に 使 用 さ れ た 不 飽 和 酸 、 た と え ば 置 換 さ れ た ア ク リ ル 酸 は
高 毒 性 で あ り 、 そ の 残 留 含 有 分 が 非 常 に 問 題 が あ る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 理 由 か ら 商 業 上 の 両 性 電 解 質 の 使 用 は 、 後 に ヒ ト に 投 与 さ れ る べ き タ ン パ ク 質 類 の 洗
浄 に 対 し て 禁 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
両 性 電 解 質 の 合 成 時 に 、 未 知 の 構 造 の 多 数 の 化 学 種 が 形 成 さ れ 、 そ れ ら の 相 対 的 濃 度 は そ
れ ぞ れ の バ ッ チ に 応 じ て 強 く 変 化 し う る 。 し か し そ れ に よ っ て 、 分 析 結 果 の 再 現 性 が 負 の
影 響 を 受 け る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
特 別 の 応 用 に お い て 、 両 性 電 解 質 と 分 析 電 解 質 と の 望 ま し く な い 錯 体 形 成 の 結 果 と し て 「
人 口 バ ン ド 」 （ “ ａ ｒ ｔ ｉ ｆ ｉ ｚ ｉ ｅ ｌ ｌ ｅ  Ｂ ａ ｎ ｄ ｅ ｎ ” ） が 報 告 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
よ り 高 い 分 子 量 を 有 す る 両 性 電 解 質 に よ る タ ン パ ク 質 類 の 分 析 染 色 反 応 の 部 分 的 妨 害 も 同
様 に 報 告 さ れ て い る 。 特 定 の 製 造 者 の 製 品 中 の 、 Ｍ Ｇ ＞ １ ０ Ｋ Ｄ を 有 す る 両 性 電 解 質 の 異
常 に 高 い 割 合 に つ い て は 幾 度 も 報 告 さ れ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
タ ン パ ク 質 類 の 分 取 洗 浄 の 場 合 に お い て 、 両 性 電 解 質 の 連 続 分 離 は 困 難 で あ り 、 時 々 不 完
全 で あ る ； 疑 わ れ る 原 因 と し て 、 錯 体 形 成 が 推 測 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
商 業 上 の 両 性 電 解 質 は 、 生 物 粒 子 が こ れ ら 媒 体 に お い て 凝 集 す る の で 、 生 物 粒 子 用 の 分 離
媒 体 と し て 適 し て い な い こ と が 証 明 さ れ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 欠 点 を 有 さ ず 、 か つ そ の 適 用 範 囲 が そ れ に よ っ て 著 し く 拡 大 さ れ る
、 異 な る ｐ Ｋ ｓ 値 の 酸 及 び 塩 基 を 含 有 す る 等 電 点 電 気 泳 動 （ Ｉ Ｆ ） 用 の 水 溶 液 を 提 供 す る
こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 水 溶 液 に よ っ て 達 成 さ れ る 。 そ の 他 の 有 利 な 形 態 は 、 続
く 請 求 項 ２ な い し ７ に 記 載 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 に よ る 水 溶 液 は 、 段 階 付 き の 「 酸 性 度 」 及 び ／ 又 は 「 塩 基 性 度 」 を 有 す る 酸 及 び 塩
基 の 混 合 物 を 含 有 す る 。 個 々 の 酸 の ｐ Ｋ ｓ 値 は 、 ｐ Ｋ ｓ ３ ． ５ ～ ｐ Ｋ ｓ １ ２ の 範 囲 内 で 変
化 し 、 「 隣 接 す る （ ｂ ｅ ｎ ａ ｃ ｈ ｂ ａ ｒ ｔ ｅ ｎ ） 」 酸 の ｐ Ｋ ｓ 値 の 差 分 （ Δ ｐ Ｋ ｓ ） は 、
Δ ｐ Ｋ ｓ ＝ １ よ り 大 き く て は な ら な い 。 Δ ｐ Ｋ ｓ ＜ ０ ． ８ の 値 が 理 想 的 と 考 え れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
使 用 さ れ る 塩 基 の ｐ Ｋ ｓ 値 は 、 ｐ Ｋ ｓ ＝ １ ． ５ ～ ｐ Ｋ ｓ ＝ １ １ の 範 囲 内 で 変 化 す る 。 個 々
の 塩 基 の 値 の 差 分 は 、 Δ ｐ Ｋ ｓ ＜ ０ ． ８ が 満 た さ れ た と き 、 理 想 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
使 用 さ れ る 酸 及 び ／ 又 は 塩 基 の 数 と そ れ ら の 相 対 的 濃 度 が 、 ｐ Ｈ 勾 配 の 範 囲 （ Ｓ ｐ ａ ｎ ｎ
ｅ ） と プ ロ フ ィ ル （ Ｐ ｒ ｏ ｆ ｉ ｌ ） を 決 定 す る 。 最 小 数 は そ れ ぞ れ ２ つ の 酸 及 び ／ 又 は ２
つ の 塩 基 で あ り 、 好 ま し く は ３ つ の 酸 及 び ／ 又 は ３ つ の 塩 基 に な る 。 広 い ｐ Ｈ 範 囲 （ ｐ Ｈ
２ ． ５ ～ １ ０ ） の 場 合 に 、 段 階 付 き の ｐ Ｋ ｓ 値 を 有 す る １ １ の 酸 及 び １ ３ の 塩 基 が 使 用 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
添 付 の 図 １ ～ ３ に そ れ ぞ れ ３ つ の 典 型 的 な 酸 及 び 塩 基 の モ デ ル 例 を 用 い 電 気 泳 動 移 動 後 の
そ こ か ら 生 じ る ｐ Ｈ 勾 配 の 形 成 が 描 か れ る 。 次 の 酸 ： ヒ ド ロ キ シ 酪 酸 （ Ｈ Ｉ Ｂ Ａ ： ｐ Ｋ ｓ

＝ ３ ． ８ ） 、 Ｈ Ｅ Ｐ Ｅ Ｓ （ ｐ Ｋ ｓ ＝ ７ ． ５ ） 及 び ２ － ヒ ド ロ キ シ ピ リ ジ ン （ ｐ Ｋ ｓ ＝ １ １
． ６ ） 、 及 び 次 の 塩 基 ： タ ウ リ ン （ ｐ Ｋ ｓ ＝ １ ． ５ ） 、 メ ラ ミ ン （ ｐ Ｋ ｓ ＝ ５ ） 及 び ア メ
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ジ オ ー ル （ Ａ ｍ ｍ ｅ ｄ ｉ ｏ ｌ ） （ ｐ Ｋ ｓ ＝ ９ ） は 、 異 な る 濃 度 で 出 発 溶 液 中 に 存 在 す る （
図 １ 参 照 ） 。 一 般 的 規 則 と し て 、 非 常 に 弱 い 酸 及 び 非 常 に 弱 い 塩 基 の 相 対 的 濃 度 が 、 相 対
的 に 強 い 酸 及 び 塩 基 の 濃 度 に 比 べ て 明 ら か に 高 い （ 係 数 約 ５ ） 。 「 適 度 な 強 さ 」 の 酸 及 び
塩 基 の 濃 度 は 、 係 数 約 １ ． ５ な い し 最 大 ３ だ け 増 加 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ２ 及 び ３ に 、 電 気 泳 動 移 動 後 の 上 記 酸 及 び 塩 基 の 相 対 的 濃 度 を 表 す 。 表 示 し た 「 平 衡 状
態 」 で 酸 及 び 塩 基 の 「 対 」 が 形 成 さ れ 、 前 記 対 が 相 互 に 非 常 に 少 な い 程 度 で イ オ ン 化 す る
こ と が で き （ 強 い 酸 ： Ｈ Ｉ Ｂ Ａ ＋ 非 常 に 弱 い 塩 基 ： タ ウ リ ン 、 弱 い 酸 ： Ｈ Ｅ Ｐ Ｅ Ｓ ＋ 弱 い
塩 基 ： メ ラ ミ ン 、 及 び 強 い 塩 基 ： ア メ ジ オ ー ル ＋ 非 常 に 弱 い 酸 ： ２ － Ｏ Ｈ － ピ リ ジ ン ） 、
か つ そ れ に よ っ て 媒 体 固 有 の 物 質 の 電 気 泳 動 移 動 が 停 止 す る 。 こ の 対 の 範 囲 内 で 、 そ れ ぞ
れ 酸 及 び 塩 基 の ｐ Ｋ ｓ 値 の 算 術 平 均 値 に 相 当 す る ｐ Ｈ 値 が 作 ら れ る 。 そ れ に よ り 、 こ れ ら
の 対 の ｐ Ｈ 値 は 次 の よ う に な る ： Ｈ Ｉ Ｂ Ａ ／ タ ウ リ ン 溶 液 　 ｐ Ｈ ＝ ２ ． ６ 、 Ｈ Ｅ Ｐ Ｅ Ｓ ／
メ ラ ミ ン 　 ｐ Ｈ ＝ ６ ． ２ ５ 、 ２ － Ｏ Ｈ － ピ リ ジ ン ／ ア メ ジ オ ー ル 　 ｐ Ｈ ＝ １ ０ ． ３ 。 一 つ
の 対 が 安 定 し た ｐ Ｈ 値 を 保 証 で き る ｐ Ｈ 範 囲 は 、 約 １ ｐ Ｈ 単 位 で あ る 。 種 々 の ｐ Ｋ ｓ 値 を
有 す る 全 て の 他 の 酸 及 び 塩 基 は 、 個 々 の 酸 及 び 塩 基 の 絶 対 濃 度 が 平 衡 状 態 で 充 分 な 緩 衝 液
容 量 を 保 証 す る 限 り に お い て 、 同 様 に １ ｐ Ｈ 単 位 の 内 部 で 安 定 し た ｐ Ｈ 値 を 保 証 す る 対 を
形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 に よ る 溶 液 は 、 性 質 が 詳 細 に 知 ら れ て い る 定 義 の 明 確 な 化 学 物 質 か ら な る 。 全 混 合
物 の 再 現 性 は 、 製 造 に 使 用 さ れ る 秤 の 精 密 度 及 び ／ 又 は 正 確 度 に よ っ て 保 証 さ れ て い る 。
使 用 さ れ る 物 質 類 は 毒 性 が な い 。 使 用 し た 物 質 類 の 各 々 は 「 単 官 能 性 」 で あ り 、 す な わ ち
錯 体 形 成 及 び ／ 又 は バ イ オ ポ リ マ ー の 凝 集 の よ う な 作 用 は 全 く 起 こ ら な い か 、 又 は 複 数 の
官 能 基 群 を 有 す る 多 価 電 解 質 と 比 較 し て 少 な く と も 明 ら か に 低 減 さ れ て い る 。 こ の 混 合 物
の 全 て の 個 々 の 種 の 分 子 量 は ＜ ３ ０ ０ ダ ル ト ン （ Ｄ ａ ｌ ｔ ｏ ｎ ） に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 に よ る 水 溶 液 は 、 す で に 成 功 裡 に バ イ オ ポ リ マ ー 及 び 生 物 粒 子 用 の 分 離 媒 体 と し て
テ ス ト さ れ 、 生 物 両 立 性 が あ る こ と が 明 ら か と な っ た 。 大 抵 の 個 々 の 種 は 類 似 の ｐ Ｋ ｓ 値
を 有 す る 化 学 物 質 と 置 換 し て よ い の で 、 生 物 粒 子 の 分 離 媒 体 に 対 す る 特 異 的 要 求 事 項 は 混
合 物 の 組 成 の 変 化 に よ っ て 考 慮 す る こ と が で き る 。 こ の 理 由 か ら 、 後 の ヒ ト 投 与 の た め の
生 物 粒 子 及 び バ イ オ ポ リ マ ー （ ペ プ チ ド 類 及 び タ ン パ ク 質 類 ） の 洗 浄 用 の 前 記 溶 液 の 官 庁
の 許 可 が 可 能 で あ る と 思 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
以 下 、 種 々 の ｐ Ｈ 間 隔 を 有 す る 本 発 明 に よ る 水 溶 液 の い く つ か の 例 を 示 す 。 こ の 場 合 、 よ
り 狭 い ｐ Ｈ 間 隔 用 の 媒 体 の 製 造 に 際 し て 、 酸 及 び 塩 基 の 絶 対 濃 度 が 増 加 さ れ る こ と に 注 意
す べ き で あ る ； 通 常 、 ｐ Ｋ ｓ 値 の 差 分 は 新 規 の 成 分 の 使 用 に よ っ て 縮 小 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ ２ １ 】
【 表 ２ 】
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【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 表 ４ 】
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【 ０ ０ ２ ４ 】
【 表 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ５ 】
上 記 媒 体 に お い て 、 広 範 囲 に 線 形 の ｐ Ｈ 勾 配 が 発 生 さ れ る 。 ｐ Ｈ プ ロ フ ィ ル は 、 酸 及 び 塩
基 の 相 対 的 濃 度 が 変 化 さ れ る こ と に よ っ て 、 一 定 の ｐ Ｈ 範 囲 内 で 平 坦 化 す る こ と が で き る
。 本 発 明 に よ る 溶 液 の 製 造 に お い て 、 通 常 の 場 合 、 個 々 の 化 合 物 の 添 加 の 順 序 は 重 要 で は
な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ ～ ３ は 、 ３ つ の 典 型 的 な 酸 及 び 塩 基 の モ デ ル 例 を 用 い た 場 合 の 電 気 泳 動 移 動
後 に 生 じ る ｐ Ｈ 勾 配 の 形 成 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ は 、 酸 と し て の ヒ ド ロ キ シ 酪 酸 （ Ｈ Ｉ Ｂ
Ａ ） 、 Ｈ Ｅ Ｐ Ｅ Ｓ 及 び ２ － ヒ ド ロ キ シ ピ リ ジ ン 、 及 び 塩 基 と し て の タ ウ リ ン 、 メ ラ ミ ン 及
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び ア メ ジ オ ー ル が 、 異 な る 濃 度 で 出 発 溶 液 中 に 存 在 す る こ と を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 電 気 泳 動 移 動 後 の 上 記 酸 の 相 対 的 濃 度 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 電 気 泳 動 移 動 後 の 上 記 塩 基 の 相 対 的 濃 度 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト （ コ レ ク ト バ ー ジ ョ ン ） 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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